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ぎ
の
わ
ん
の
サ
ト
ウ
キ
ビ

　気
温
も
低
く
な
り
、
い
よ
い
よ
冬
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
収
穫
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

　こ
こ
宜
野
湾
市
で
も
、
製
糖
は
戦
前
の
主
な

産
業
で
あ
り
、
多
く
の
ム
ラ
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
が

栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　サ
ト
ウ
キ
ビ
の
収
穫
は
多
く
の
人
手
を
必
要

と
す
る
た
め
、
ム
ラ
の
人
々
の
共
同
作
業
で
し

た
。
た
と
え
ば
、
神
山
で
は
知
念
組
・
中
組
な

ど
の
親
戚
や

付
き
合
い
の

あ
る
人
の
グ

ル
ー
プ
で
行

な
っ
て
い
た

そ

う

で

す
。

黒
糖
へ
の
加

工
は
、
集
落

に
い
く
つ
か

あ
っ
た
サ
ー

タ
ー
ヤ
ー
（
製

糖
小
屋
）
を

各
グ
ル
ー
プ

で
利
用
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
汁
を
搾
る
サ
ー

タ
ー
グ
ル
マ
は
牛
や
馬
に
引
か
せ
ま
し
た
。
広

大
な
畑
と
稼
ぎ
が
あ
る
家
で
は
、
サ
ー
タ
ー

ヤ
ー
を
個
人
で
持
っ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
し

た
。
製
糖
が
盛
ん
だ
っ
た
我
如
古
で
は
多
い
所

で
約
８
０
０
０
キ
ロ
が
生
産
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
普
天
間
、
野
嵩
、
新
城
で
は
１
９

４
０
（
昭
和
15
）
年
に
合
同
で
製
糖
工
場
を
建

設
し
ま
し
た
。
工
場
は
３
つ
の
集
落
か
ら
字
を

取
り
「
普
野
城
製
糖
工
場
」
と
呼
ば
れ
、
大
き

な
ボ
イ
ラ
ー
や
釜
な
ど
の
設
備
が
整
っ
た
場
所

で
作
業
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　製
糖
時
期
は
日
々
の
家
事
を
こ
な
す
女
性
も

忙
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。「
朝
４
時
か
ら
朝
食

の
準
備
を
し
て
、
後
に
起
き
て
く
る
家
族
に
食

べ
さ
せ
た
ら
働
か
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
。

サ
ー
タ
ー
の
時
期
が
終
わ
る
ま
で
は
早
起
き
し

な
い
と
い
け
な
い
か
ら
大
変
だ
っ
た
。」
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
す
。

　戦
後
も
所
々
に
キ
ビ
畑
が
あ
っ
た
宜
野
湾
市

で
す
が
、
１
９
９
０
年
代
に
は
そ
の
風
景
も
見

え
な
く
な
り
、

現
在
は
た
く

さ
ん
の
住
宅

が
並
ぶ
街
と

な
り
ま
し
た
。

た
ま
に
は
畑

が
広
が
っ
て

い
た
景
色
を

想
像
し
、
宜

野
湾
の
原
風

景
に
想
い
を

馳
せ
て
み
ま

せ
ん
か
？

『
宜
野
湾
市
史
』へ
の
問
合
せ
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▲サーターグルマの作業

ぎ
の
わ
ん
の
サ
ト
ウ
キ
ビ

茶ち
ゃ
ー茶
ち
ゃ
ー

▲サトウキビ収穫のようす　1971（昭和46）年

女女 男男 ゆゆ んん たた くく ひひ ろろ ばば 134号
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ポジティブ・アクションとは？

★
第
８
回
ふ
く
ふ
く
講
座

予
約
・
問
合
せ

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

宜
野
湾
市
志
真
志
１
丁
目
15
番
22‐

２
号

電
　
話
　
８
９
６-

１
６
１
６
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８
９
６-

１
２
１
９

　「
離
婚
し
た
い
」「
離
婚
し
た
い
と
言
わ
れ
た
」

で
も
、
離
婚
す
る
と
な
る
と
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う…

　
　
何
が
変
わ
る
の
だ
ろ
う…

　
離
婚
は
、
人
生
に
お
い
て
の
大
き
な
出
来
事
で
す
。

　
自
分
や
相
手
、
子
ど
も
の
生
活
や
将
来
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
離
婚
を
す
る
場
合
、
法
律
上

や
事
実
上
、
決
め
て
お
く
べ
き
こ
と
、
あ
る
い
は
、
決

め
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
場
合
も
様
々
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
〝
離
婚
〞
に
つ
い
て
、
知
っ
て
お
く
と
よ
い

基
礎
的
な
法
律
知
識
を
弁
護
士
の
先
生
か
ら
う
か
が
い

ま
す
。

皆さんのご参加をお待ちしています。

女性がもっと能力を発揮するために女性がもっと能力を発揮するために

日
　
時
：
平
成
28
年
１
月
19
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

場
　
所
：
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
　
講
堂

対
　
象
：
関
心
の
あ
る
方（
市
外
の
方
も
可
能
）　
　
　

受
講
料
：
無
料

☆
受
講
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

一
時
保
育
の
申
込
み
締
め
切
り
：
１
月
８
日（
金
）

「
わ
か
り
や
す
い
法
律
講
座
・
離
婚
編
」

　
〜
子
ど
も
が
い
る
場
合
の
離
婚
〜

テ
ー
マ

講
師
：
林
　
千
賀
子
（
弁
護
士
）

～ポジティブ・アクションについて～～ポジティブ・アクションについて～

男女の役割分担意識や過去の経緯から
○営業職に女性はほとんどいない
○課長以上の管理職は男性が大半を占めている
　等の差が男女労働者の間に生じている場合、このよう
な差を解消しようと、個々の企業が行う自主的かつ積
極的な取組をいいます。

≪取組企業の事例≫
　「男性でなければできない仕事」「女性でなければできな
い仕事」など基本的にあるはずはないとの社長の方針の下、
男性ばかりの卸売市場で働く「せり人」に女性を採用。
　「顧客が何を求めているか」との目線で提案型の営業を
行う女性の姿勢に、男性社員も刺激を受け、お互いが切磋
琢磨することで、売上増加に結びついた。

ポジティブ・アクションは、なぜ必要？
　社内制度には男女差別的な取扱いはないのに「なかな
か女性の管理職が増えない」「女性の職域が広がらない」
そのために女性の能力が十分に活かされていないといっ
た場合に、このような課題を解決し、実質的な男女均等
取扱いを実現するために必要となります。
　また、ポジティブ・アクションには、個々の労働者の
能力発揮を促進するだけでなく、企業にも様々なメリッ
トがあります。 
●女性労働者の労働意欲の向上
●女性の活躍が周囲の男性に刺激→生産性が向上
●多様な人材による新しい価値の創造
●幅広い高い質の労働力の確保
●外部評価（企業イメージ）の向上

ポジティブ・アクション5つの取組

※「女性の採用拡大」と「女性の職域拡大」とは密接に
関係しており、これらの取組が進んでいると「女性の管
理職の増加」も効果的に進められます。「女性の勤続年
数の伸長」と「職場環境・風土の改善」はこれらの取組
を支えるものです。

Ｑ 「女性のみ」「女性優遇」の取組は違法では？
Ａ 男女雇用機会均等法では、労働者に対し性別を理由とし
て差別的取り扱いをすることを原則禁止していますが、第8
条において、過去の女性労働者に対する取扱いなどが原因
で生じている、男女労働者の間の事実上の格差を解消する
目的で行う、女性のみを対象にした取組や女性を有利に取り
扱う取組については法に違反しない旨が明記されています。

※「ポジティブ・アクション」に取り組んでいる企業の情
報は、厚生労働省「ポジティブ・アクション応援サイト」
でご覧になれます。

　
寒
さ
も
本
格
的

に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
教

育
普
及
活
動
の
一

環
と
し
て
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
る
社
会

科
見
学
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
宜
野
湾
市
立
博

物
館
に
は
、
市
内

だ
け
で
な
く
近
隣
市
町
村
の
学
校
か
ら
、
毎
年

多
く
の
生
徒
が
来
館
し
て
い
ま
す
。
学
校
に
よ

っ
て
授
業
の
目
的
や
内
容
に
違
い
が
あ
る
の
で
、

事
前
に
先
生
方
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
見

学
や
体
験
内
容
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
当
博
物
館
で
は
、
主
に
「
昔
の
宜
野
湾
の
く

ら
し
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
常
設
展
示
室
に

あ
る
か
や
ぶ
き
屋
根
の
民
家
や
様
々
な
民
具
を

使
っ
て
、
現
在
の
生
活
（
主
に
衣
食
住
）
と
比

較
し
な
が
ら
、
実
物
を
見
て
学
ぶ
こ
と
で
、
先

人
の
知
恵
や
工
夫
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
ね

ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昔
の
道
具
体
験
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ク
ー
ラ
（
こ
き
は
し
）
で
お
米
を
脱
穀
し
た
り
、

足
踏
み
脱
穀
機
を
踏
ん
で
み
た
り
、
玄
米
を
入

れ
た
ビ
ン
を
木
の
棒
で
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
米
の
ヌ
カ
が
と
れ
て
白
米
に
な
る
と
い
う
精

米
の
体
験
を
し
ま
す
。
一
つ
の
道
具
や
そ
の
工

程
に
も
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
進
化
が
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
す
。
も
の
を
運
ぶ
道
具
と
し
て
、

バ
ー
キ
を
頭
に
乗
せ
た
り
、ク
ェ
ー
ウ
ー
キ
（
肥

桶
）
を
担
い
だ
り
す
る
体
験
も
あ
り
ま
す
。
時

間
の
関
係
で
希
望
す
る
道
具
体
験
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
改
め
て
来
館
し
て
い
た
だ
く

と
、
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
見
学
後
も
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
市
内
の
小
中
学
校
を
対
象
と
し
た
、

〝
出
前
講
座
〞
を
行
っ
て
お
り
、
博
物
館
職
員

が
民
具
を
持
っ
て
直
接
学
校
に
伺
い
、
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
博
物
館
で
は
、
学
校
と
連
携
し

た
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

達
が
民
具
を
直
接
見
て
、
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
楽
し
く
歴
史
や
文
化
を
学
ん
で
ほ
し

い
で
す
。

▲社会科見学のようす
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【
お
問
合
せ
】

　   

市
立
博
物
館
　
☎
８
７
０-

９
３
１
７

12
月
20
日（
日
）ま
で
、入
館
無
料

企
画
展
開
催
中
！

「
新
収
蔵
品
展

　
　
〜
平
成
25・26
年
度
受
入
資
料
〜
」

はくぶつかんの部屋・茶ぐゎーゆんたく

博物館で学ぶ、昔のくらし博物館で学ぶ、昔のくらし

▲昔の道具体験（出前講座）

★
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

「
Ｄ
Ｖ
防
止
パ
ネ
ル
展
」
開
催

　
　
　
期
間
：
12
月
25
日
ま
で

★
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
学
習
会
「
青
少
年
暴
力
予
防
啓
発
」
開
催

　
　
　
期
間
：
12
月
21
日
ま
で

　
　（
毎
週
月
曜
日
14
時
〜
16
時
）　
　
　

場
所
：
人
材
育
成
交
流
セ
ン
タ
ー
め
ぶ
き（
ふ
く
ふ
く
隣
）

人材の能力がフルに発揮されれば、
企業にとって大きなプラスになります！

女性の採用拡大

女性の管理職の増加

女性の勤続年数の伸長
（仕事と家庭の両立）

職場環境・風土の改善
（男女の役割分担意識の解消）

女性の職域拡大


